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報道機関 各位 

ウナギ稚魚の特殊な逃げ技： 

捕食魚の胃の中から消化管内を遡って脱出する 

 

長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科(現：総合生産科学研究科)の長谷川悠波 助教と河端雄毅 

准教授らは、ニホンウナギの稚魚が捕食魚に丸呑みされた後に、その胃の中から消化管内を遡ってエラ

の隙間から脱出することを明らかにしました(図 1)。 

図 1. ニホンウナギ稚魚が捕食魚であるドンコに捕獲されてから、そのエラの隙間から脱出するまでの 

一連の流れ。 

 

【発見の経緯と意義】 

ニホンウナギは重要な水産資源ですが、絶滅危惧種に指定されるなど、その資源量は著しく減少して

います。長谷川悠波 助教と河端雄毅 准教授らはこれまでの研究によって、ニホンウナギ稚魚が捕食魚

であるドンコに捕獲された後に、そのエラの隙間を通って脱出できることを明らかにしていました 

※(Hasegawa et al., 2022)。しかし、ウナギがどのような脱出経路・行動特性で捕食魚のエラの隙間

から脱出しているのかは一切わかっていませんでした。そこで本研究グループは 2022 年より、造影剤

である硫酸バリウム水溶液をウナギに注入し、X 線映像撮影装置（MFX-130HT, HITEX 社製）内で捕

食魚（ドンコ）にウナギを捕獲させ、ウナギの脱出行動を観察する研究を開始しました。 

 実験開始当初、本研究グループは、ウナギが捕食魚の口内からエラの隙間に向かって脱出しているの

だろうと考えていました。しかし得られた X 線映像から、衝撃的な事実が明らかになりました。ウナギ

はドンコに飲み込まれ、体の一部が胃まで達した後に、ドンコの消化管内を食道、エラへとたどって脱

出していたのです（32 匹中 9 匹が脱出）（図 1）。ウナギの体全体がドンコの胃の中に完全に飲み込ま

ポイント 

・ 絶滅危惧種であるニホンウナギの特殊な捕食回避行動を明らかにした。 

・ ウナギが捕食魚の消化管内から脱出する様子（経路や行動特性）の撮影に成功。 

・ 獲物にバリウムを注入し、X 線映像撮影によって、捕食者体内における獲物の行動を観察する独

自の手法は、ほかの生物種の行動観察にも応用可能。 



れた際には、脱出可能な経路を探るように胃の中でぐるぐると回転する行動がみられました（11 匹で

観察、5 匹が食道への尾部差し込みに移行）。脱出に失敗したウナギは、ドンコの消化管内で徐々に弱っ

ていき、平均 200 秒ほどで完全に動きがみられなくなりました。 

 

 この研究成果は、主に 2 つの点で意義があります。 

1 つ目は、行動学的・生態学的な面白さです。捕食者に捕獲された後にその消化管内から能動的に脱

出する行動は、魚類以外の分類群を含めても非常に珍しい行動と言えます。本研究によって、ウナギは

いくつかの特徴的な行動を駆使して、捕食魚の消化管内から脱出することがわかりました。本研究成果

から、脱出行動にはウナギの細長くぬるぬるとした形態に加えて、消化される前に素早く胃から食道、

エラへと脱出するための筋力や、捕食魚の胃の中という強酸性で嫌気的（無酸素）な環境への耐性など

も、重要な要素だと考えられました。 

2 つ目は、実験手法の独自性・応用可能性です。獲物にバリウムを注入し、捕食者体内での獲物の行

動を X 線映像撮影するという実験手法は、これまでに例がありませんでした。そこで本研究グループ

は、バリウムを注入する際の注射針のサイズ、バリウム懸濁液の濃度・注入量、適切なウナギのサイズ

などを半年以上試行錯誤し、ウナギ稚魚が捕食者の胃から脱出する様子を撮影することに成功しまし

た。この独自の実験手法は、他の獲物が捕食者に捕獲された後の、脱出の経路や行動特性を探る際にも

応用可能です。 
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